作曲家松村禎三とピアニスト野島稔 : ～2つのピアノ協奏曲を巡って～ by 高橋 裕 & Yutaka Takahashi












Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja

















1 松村禎三（まつむら ていぞう 1929 年 1 月15 日 -2007 年 8 月 6 日）京都府生まれの作曲家、俳人。東京
藝術大学名誉教授。《交響曲第 1 番》（1965 年）、 《管弦楽のための前奏曲》（1968 年）、 オペラ《沈黙》（1993
年）など。現代音楽のみならず、映画・舞台音楽も多数手がけた。
2 野島稔（のじま みのる 1945 年 5 月 23 日 -）神奈川県横須賀市出身のピアニスト。1963 年第 32 回日本音
楽コンクール第 1 位大賞受賞。2014 年、日本芸術院賞を受賞。2011 年より東京音楽大学学長。
3 アプサラスとは、日本を代表する作曲家松村禎三の業績を讃え、作品を世に広めるとともにその遺志を継ぎ、 
新たな創作・演奏活動を通して音楽芸術の新境地を拓くべく、 志を同じくする者により2008 年に設立された
会。会名の「アプサラス」は、松村のフル トー、ヴァイオリン、ピアノのための作品《アプサラスの庭》（1971
年／ 1975 年改訂）から命名された。
